
授業科目名 患者の心理

単位 ―

時間数 34時間 学年 1学年

授業形態 講義 開講時期 後期

１．コミュニケーションのための心理の理解

①コミュニケーションの意義と目的

②コミュニケーションの基礎

③患者・家族の心理の特徴

④患者のおかれた状況の理解

⑤ライフサイクルによる心理的な特徴

⑥看護師の心理

２．コミュニケーションの技法と看護

①良好なコミュニケーションの前提

②看護師として心がけること

③援助的関係としてのコミュニケーション技術

④患者・家族とのコミュニケーションの実際

テキスト 新看護学６　基礎看護〔２〕　基礎看護技術　Ⅰ　　医学書院

評価の方法・基準 筆記試験（100点）

授業計画

担当者 桒原　郁子

授業の到達目標

授業の概要

人の心理、行動を理解するための基礎知識とストレスの概念、その対処行動について
理解する。患者や家族の状況、ライフサイクルを理解し、支援するコミュニケーションの
方法を学ぶ。

看護の基本概念から看護の対象である人間の心と身体の健康について理解する。対象
者の発達段階をふまえ、患者や家族がどのような心理状態にあるのか理解し、具体的
な対応について知る。自己の理解と対象者の価値観の相違に気づき、良好なコミュニ
ケーションを図る方法を学ぶ。


